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私
は
一
昨
年
よ
り
農
地
利
用
最
適
化

推
進
委
員
と
な
り
、
遊
休
農
地
の
確
認
、

農
地
の
パ
ト
ロ
ー
ル
な
ど
の
活
動
を
し

て
い
ま
す
。

　

私
の
住
む
田
鶴
野
地
区
は
、
遊
休
農

地
は
少
な
い
で
す
が
、
長
年
農
業
委
員

を
務
め
た
亡
き
父
か
ら
は
、
手
つ
か
ず

の
ま
ま
放
置
さ
れ
た
遊
休
農
地
が
市
内

に
あ
る
こ
と
は
聞
い
て
お
り
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
数
十
年
経
ち
ま
す
が
、
未
だ

に
解
決
し
て
お
り
ま
せ
ん
。

　

推
進
委
員
に
就
任
し
て
か
ら
、
農
業

委
員
、
事
務
局
職
員
、
私
の
三
人
で
土

地
所
有
者
と
話
し
合
い
を
続
け
、
今
年

の
春
頃
か
ら
雑
木
の
伐
採
、
資
材
の
撤

去
が
進
み
、
解
決
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。

先
頃
の
秋
の
彼
岸
に
は
そ
の
こ
と
を
父

の
墓
前
に
報
告
し
ま
し
た
。

　

私
が
担
当
す
る
田
鶴
野
地
区

（
耕
作
面
積
２
２
３
ヘ
ク
タ
ー

ル
）
は
、
豊
岡
市
街
の
北
側
に

位
置
し
中
央
部
に
円
山
川
が
流
れ
、
東

西
に
二
分
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

昔
は
田
鶴
野
東
部
の
円
山
川
下
流
域

は
低
湿
田
が
多
く
、
農
家
は
水
に
難
儀

し
て
い
ま
し
た
。
私
も
幼
少
期
ご
ろ
、

稲
わ
ら
を
舟
に
載
せ
て
収
穫
し
て
い
る

の
を
目
に
し
た
も
の
で
し
た
。
昭
和
40

年
頃
に
な
る
と
、
土
地
改
良
工
事
が
進

み
、
大
型
の
農
業
機
械
も
入
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

　

私
は
仕
事
柄
、
市
内
の
あ
ら
ゆ
る
地

域
に
出
か
け
ま
す
が
、
山
間
部
の
狭き

ょ
う

隘あ
い

な
場
所
に
も
農
地
が
点
在
し
て
い
る
の

を
見
て
驚
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

昔
の
人
々
が
苦
労
し
て
開
墾
し
、
耕

作
し
て
き
た
農
地
を
今
ま
で
守
り
続
け

て
き
た
こ
と
に
頭
が
下
が
り
ま
す
。

　

農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
の
ひ
と

り
と
し
て
、
今
後
も
農
地
を
大
切
に
守

り
続
け
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
推
進
委
員　

西　

登
己
夫
）

　

但
東
地
域
の
高
橋
地
区
は
、
但
東
町
の

東
側
の
国
道
４
２
６
号
沿
い
の
９
区
で
す
。

農
地
は
約
１
９
０
ヘ
ク
タ
ー
ル
あ
り
、
主

に
水
稲
が
栽
培
さ
れ
、
他
に
ピ
ー
マ
ン
、

ス
イ
ー
ト
コ
ー
ン
、
ソ
バ
等
が
作
付
け
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

当
地
は
中
山
間
地
が
多
く
、
農
地
の
畦

畔
が
大
き
く
草
刈
り
作
業
と
用
排
水
路
管

理
等
が
大
き
な
負
担
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、獣
害
が
多
く
発
生
し
、メ
ッ
シ
ュ

フ
ェ
ン
ス
柵
敷
設
対
策
は
、
ほ
ぼ
１
０
０

パ
ー
セ
ン
ト
実
施
し
て
い
ま
す
。
フ
ェ
ン

ス
は
、
シ
カ
に
は
効
果
が
あ
り
ま
す
が
、

イ
ノ
シ
シ
・
ク
マ
・
ア
ナ
グ
マ
等
に
は
ほ

と
ん
ど
効
果
が
な
く
、
フ
ェ
ン
ス
は
破
壊

さ
れ
、
修
復
に
費
用
と
作
業
の
負
担
が
増

大
し
て
い
ま
す
。

　

獣
害
か
ら
農
地
を
守
る
た
め
に
は
、
山

林
と
り
わ
け
里
山
整
備
が
最
も
重
要
で
す

が
、
近
年
、
山
林
整
備
は
国
産
木
材
需
要

の
低
迷
と
急
速
な
農
林
業
人
口
の
減
少
に

よ
り
、
放
棄
山
林
が
多
く
を
占
め
る
よ
う

に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

あ
わ
せ
て
昨
今
の
異
常
気
象
に
よ
り

山
林
崩
壊
が
進
み
農
地
・
用
排
水
路

へ
土
砂
流
入
も
多
発
し
、
農
家
の
負

担
は
ま
す
ま
す
増
え
る
一
方
で
す
。

　

人
口
減
少
が
進
み
、
限
界
集
落
が
そ
う

遠
く
な
い
現
状
で
、
農
地
を
守
る
た
め
の

対
策
を
、
地
域
住
民
・
行
政
一
体
と
な
っ

た
取
り
組
み
が
急
務
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

地
域
の
推
進
委
員
と
し
て
遊
休
農
地
利

用
意
向
調
査
、
農
地
集
積
化
、
離
農
農
地

貸
借
相
談
等
、
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
を
定
期

的
に
実
施
し
な
が
ら
、
少
し
で
も
遊
休
農

地
解
消
が
で
き
る
よ
う
活
動
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

皆
さ
ま
の
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

（
推
進
委
員　

桑
田　

均
）
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西推進委員
田鶴野地区

村田農業委員
田鶴野地区

桑田推進委員
高橋地区

上坂農業委員
高橋地区

遊休農地解消

優良農地を守るフェンス

６ 

そ
の
他

　

農
産
物
の
高
付
加
価
値
化
を
図
り
、

安
全
・
安
心
な
豊
岡
ブ
ラ
ン
ド
の

醸
成
を
推
進
さ
れ
た
い
。

⑵
地
産
地
消
の
推
進
に
つ
い
て

　
　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡

大
に
伴
う
外
出
自
粛
や
外
食
産
業

の
営
業
制
限
は
農
産
物
の
消
費
量

を
押
し
下
げ
、
農
家
は
販
売
価
格

の
下
落
に
苦
し
ん
で
い
ま
す
。

　
　

一
方
、
内
食
い
わ
ゆ
る
巣
ご
も

り
需
要
の
増
加
に
よ
っ
て
、
消
費

者
の
ニ
ー
ズ
は
、
よ
り
一
層
安

全
・
安
心
な
農
産
物
へ
と
高
ま
り

を
み
せ
、
地
産
地
消
な
ど
へ
移
行

す
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
下
、
「
コ

ウ
ノ
ト
リ
育
む
農
法
」
の
お
米
や

「
コ
ウ
ノ
ト
リ
の
舞
」
ブ
ラ
ン
ド

の
農
産
物
を
中
心
と
し
た
安
全
・

安
心
な
豊
岡
ブ
ラ
ン
ド
農
産
物
の

普
及
を
さ
ら
に
す
す
め
つ
つ
、
関

係
機
関
と
の
連
携
に
よ
り
食
品

ス
ー
パ
ー
や
飲
食
店
等
へ
の
豊
岡

産
農
産
物
の
流
通
の
拡
大
・
強
化

な
ど
、
豊
岡
産
農
産
物
の
消
費
推

進
を
図
る
た
め
の
施
策
を
講
じ
ら

れ
た
い
。

　
　

ま
た
、
余
剰
野
菜
を
子
ど
も
食

堂
や
生
活
困
窮
者
な
ど
に
提
供
で

き
る
フ
ー
ド
バ
ン
ク
活
動
な
ど
の

支
援
の
仕
組
み
づ
く
り
を
検
討
さ

れ
た
い
。

⑶
食
農
教
育
の
推
進
に
つ
い
て

　
　

次
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
や
若

い
世
代
が
農
業
に
興
味
・
関
心
を

持
つ
た
め
に
、
農
業
団
体
や
食
品

関
連
企
業
と
も
連
携
し
、
地
域
・

学
校
・
園
に
お
い
て
、
そ
の
地
域

の
伝
統
野
菜
や
行
事
食
な
ど
に
つ

い
て
学
ぶ
食
農
教
育
を
積
極
的
に

進
め
ら
れ
た
い
。

⑴
「
ス
マ
ー
ト
農
業
」
の
推
進
に
つ

い
て

　
　
「
ス
マ
ー
ト
農
業
」
は
、
農
業

者
の
労
力
軽
減
や
課
題
解
決
に
よ

る
農
家
の
働
き
方
改
革
に
大
変
有

益
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

　
　

し
か
し
な
が
ら
、
農
業
者
の
認
知
度
は

比
較
的
高
い
も
の
の
、
導
入
の
実
現
に
は

ま
だ
課
題
も
あ
り
、
将
来
的
な
普
及
拡
大

に
期
待
す
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
　

今
後
、
生
産
現
場
へ
の
実
装
の
た
め
に

は
、
引
き
続
き
、
「
ス
マ
ー
ト
農
業
」
に

関
す
る
有
益
性
や
最
新
情
報
、
活
用
事
例

等
の
情
報
発
信
を
積
極
的
に
行
っ
て
い
く

こ
と
が
必
要
と
考
え
ま
す
。

　
　

一
方
、
導
入
費
用
が
高
額
な
も
の
も
多

い
こ
と
か
ら
、
レ
ン
タ
ル
や
リ
ー
ス
な
ど

の
サ
ー
ビ
ス
提
供
や
補
助
制
度
の
充
実
に

よ
り
、
農
業
者
が
現
場
へ
導
入
し
や
す
い

仕
組
み
づ
く
り
に
つ
い
て
継
続
し
て
取
り

組
ま
れ
た
い
。

⑵
「
農
福
連
携
」
の
仕
組
み
作
り
に
つ
い
て

　
農
業
者
の
減
少
や
高
齢
化
の
進
行
に
と

も
な
い
、
基
盤
産
業
で
あ
る
農
業
の
将
来

に
わ
た
る
継
続
の
た
め
に
は
、
人
材
や
労

働
力
の
確
保
は
急
務
で
あ
り
ま
す
。

　
　

農
福
連
携
を
は
じ
め
と
す
る
農
業
者
以

外
の
方
へ
の
農
作
業
委
託
は
、
労
働
力
不

足
で
悩
む
農
業
者
に
と
っ
て
は
非
常
に
有

益
で
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
マ
ッ
チ
ン
グ
が

難
し
く
、
実
現
に
は
ま
だ
課
題
が
あ
る
の

が
実
情
で
あ
り
ま
す
。
マ
ッ
チ
ン
グ
に
よ

り
、
農
福
双
方
の
課
題
を
解
決
す
る
と
共

に
、
共
通
の
達
成
目
標
を
も
つ
こ
と
に
よ

り
、
農
業
分
野
だ
け
で
な
く
地
域
全
体
の

活
性
化
に
つ
な
が
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま

す
。

　
　

多
様
な
業
種
連
携
の
取
り
組
み
の
一
つ

と
し
て
、
地
元
企
業
と
連
携
す
る
な
ど
農

福
連
携
の
仕
組
み
作
り
に
努
め
ら
れ
た
い
。
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